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1.2019年度夏季の電力需給実績の振り返り
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2019年度夏季の各エリア最大電力需要実績
 2019年度夏季（7～9月）の最大電力需要実績は以下の通り。

 北海道、東北及び中部エリアにおいて、最大電力需要実績が猛暑H1想定需要を上回った。

 なお、中部エリアについては、台風15号の影響により全国的に気温が上昇した9月に今夏のエリ
ア最大需要を記録。

（調査期間：2019年7月1日~9月30日）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

日付 8/1（木） 8/8（木） 8/7（水） 9/10（火） 8/7（水） 8/2（金） 8/5（月） 8/2（金） 8/2（金） 7/29（月）

時刻 11-12時 13-14時 14-15時 14-15時 14-15時 14-15時 14-15時 14-15時 15-16時 16-17時

最大需要 446 1,448 5,543 2,568 521 2,816 1,077 501 1,573 148

H1
想定需要

442 1,431 5,671 2,357※ 529 2,858 1,106 537 1,674 159

比率
(実績/想定)

100.9 101.2 97.7 109.0 98.5 98.5 97.4 93.3 94.0 93.1

（単位）需要：万kW，比率：％

※中部エリアにおける今夏の最大猛暑H1想定需要は、7・8月の2,658万kW





2.2019年度冬季の電力需給見通し・対策
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（参考）各エリアの最大需要発生時刻と予備率最小時刻の比較
 近年は、夏季を中心に、太陽光発電からの供給力が減少する点灯帯（夕刻）に予備率が最小
となる傾向があるが、今冬は需要が最大になる時間帯と予備率が最小となる時間帯が一致する
見通し。

各エリアにおける今冬（2月）の最大需要発生時刻と予備率最小時刻の見通し

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

最大需要
発生時刻

10時 18時 19時 10時 10時 10時 10時 10時 19時 14時

予備率
最小時刻

12時 18時 19時 10時 7時 10時 10時 10時 19時 16時

【参考】各エリアにおける昨冬の最大需要発生時刻と予備率最小時刻の実績

「2019年度供給計画取りまとめ（電力広域的運営推進機関）」を元に作成

「電力需給検証報告書（2019年4月／電力広域的運営推進機関）」を元に、各エリア最大需要発生日からデータを抽出し、
同日の予備率最小時刻を一般送配電事業者よりヒアリングの上、比較。

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

最大需要
発生時刻

19時 18時 18時 10時 10時 10時 10時 19時 19時 20時

予備率
最小時刻

19時 18時 18時 10時 10時 10時 10時 19時 19時 20時












